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1．は じめに　
J

　天気予報や 防災情報の 作成に お い て ，気象レ ー

ダーは ，降水の 実況把握 に 欠か す こ との で きない

装置 とな っ て い る．また ，データ通信環境の 飛躍

的な発展や情報処理技術 の 高度化に よ り，
そ の 利

用は 急速 に広が りつ つ ある．

　今般，現業用 レ
ーダー60 周年を機に最近 20 年

程度の 動向に つ い て 概観す る こ と とした．

2 ．近年の気象レ
ー

ダーの仕様変更

　平成 6 年度の 石垣島 レ
ーダー以降 遠方で の観

測性能を向上 させ るため空中線を 3m か ら 4m に

拡大 し，平成 17年度の 東京 レーダー
か らクライス

トU ン 送信機 に よる ドッ プラ
ー

レ
ーダーを導入 し，

同様の仕様で順次更新 を進 め，平成 24年度に全国

20か所 の 気象 レーダー
が ドッ プラ

ーレーダー
とな

っ た．

3．基本ヂータ

　現在 の仕様で は，主 な観測要素 と して レ ーダー

反射因子 と ド ッ プラー速度が あ る．一
般的な利用

にお い て ，レ
ーダー反射因子か ら粒径分布など の

仮定に よ り雨量 を推定す るが ，気象庁で作成す る

全国合成図を作成する際 に は ，基本的に は Z −R 関

係 を Z＝200Rl・6 に 固定 し，地上の雨量計 とレーダ
ー

で得 られる雨量強度 の関係か ら補正を行 っ て い

る．平成 17 年度か ら，全国の 詳細な極座標形式の

データを本庁 に設置 した気象 レ ーダー
観測処理シ

ス テム で
一

元的に 入手可能 とな り，高度利用が 一

段 と進ん だ ．また ，短 時問 の 豪雨 に よ る 災害 に 対

応す るた め，平成 21年度に全国合成図 エ コ ー強度

を 5 分毎 に更新 する改善を図 っ た ．

　
一

方，ドッ プラ
ー速度 は 風 向風速そ の もの で な

く，レ ーダー
を中心 と した極座標系に お ける風の

動 径成分で あ る．気象庁 で は ド ッ プ ラ
ー
観測で

0．7 度毎 に 2 種類の PRF （例 えば 940Hz と 752Hz ）

を切換 えて 観測 し，折 り返 し補正 を行っ て い る．

4 ．レーダーデータの利活用

　 レ ーダーデータを活用 した プロ ダク トの 代表格

として は，昭和 63年度に開始 した解析雨量 （当時

は
「レーダー・アメダス解析雨量」の 名称だ っ た ．）

や降水短時間予報が ある．解析雨量 は，降水短時

間予報や土壌雨量指数 の基礎デ
ー

タで あ り各種防

災情報に不可欠な存在 となっ て い る．

　平成 15 年度に 国土 交通省 と気象庁共管 で 防災

情報提供 セ ン ターが 設立 され ，そ の コ ン テ ン ツ の

一
つ として 2 っ の 組織が所有す る レ ーダ雨量計 と

気象レ ーダーの データを組 み合わせ た 「統合 プ ロ

ダク ト ・リア ル タイ ム レ
ーダー

」 の 提供が 開姶さ

れ た．

　
一

方，気象レ
ー

ダ
ー

に よ る ドッ プラ
ー
速度デ

ー

タ は，海上 などの風の観測点が 少な い 領域 の実況

を捉える こ とに有効で あ り，平成 18年度以降 メ

ソ数値予報モ デル の初期値や ，毎時大気解析へ の

入 力値 として利用 されて い る．

5．空港気象 ドッ プラ
ーレー

ダ
ー

　気象庁で最初の 現業用 ドッ プラ
ーレ ーダー

は，
一

般用 よ り 10年以上前の 平成 6年度 に関西国際空

港 に 空港気象 ドッ プラ
ーレ ーダー

（DRAW ） とし

て 整備 された，DRAW は ，空中線直径 7m の パ ラボ

ラを用い て ，航空機の 離着陸 に危 険を及 ぼす低層

ウ ィ ン ドシ ア ーを検出す る機能 を有 し，ほぼ 同
一

の 仕様で 全国 9空港 に設置して い る．

　DRAW の ドッ プラ
ー速度データも一般気象レ

ー

ダー
と同様に メ ソ数値予報に 同化され て い る．

6．新 しい利用 （ナ ウキャ ス ト）

　都市型洪水や 竜巻 な どの 短時間で 甚大 な被害を

もた らす現象の 60 分先まで の予測と して，降水，

雷，竜巻発生確度 ナ ウキ ャ ス トが開発 され運用 さ

れ て い る．

　平成 16 年度に 開始 した降水ナウキャ ス トは，気

象庁 レ
ーダーに よ る エ コ

ー
の 移動を用 い た補外予

測だ っ たが ，平成 26年度に開始 した高解像度降水

ナウキ ャ ス トで は，国土交通省の X −RAIN の 観測

データを追加 し，降水域 の 移動や高層気象観測 に

よ る風や 湿度な どの デ
ー

タを活用す るな ど
， 解析

手法を高度化 した．また，平成 22 年度に 開始 した

雷及 び竜巻発生確度ナ ウキ ャ ス トで は，レ
ーダー

データの 解析 に よ り，発霽 間近 の 雷雲 の 検 出や，

メ ソ サイク ロ ン の 検出を行 い ，数値予報モ デル や

雷監視 シ ス テ ム に よる雷の 実況を組み合わせ て予

測 を行 っ て い る，
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